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は
じ
め
に
江戸時代拷補麺における旗本、就中地方知行を許されていた者の
知行地・知行高は世襲固定化の傾向にあった。そのため収入基盤
も固定化し、また知行所との対応もあって無秩序・亜年貢増徴は制
限されていた。一方、旗本の軍事的機能の維持、都市住居に伴う
消費生活、貨幣経済の展開などの要因から支出の増大が目立ち、
法
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学
第
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五
号
目
次
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じ
め
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一
、
天
野
氏
の
知
行
所
変
遷
二、天野氏の家政改革と御勝手向賄名主役の任用
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わ
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近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
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を
め
ぐ
っ
て
ｌ
特
に
旗
本
天
野
氏
と
武
州
多
摩
郡
遮
光
寺
村
富
沢
分
家
の
関
係
を
中
心
に
Ｉ
そのため財政状況は、すでに寛永期頃より継続した慢性的な窮乏
状
態
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
かかる状況に、後期に入ると旗本諸氏は知行所支配の強化・財
政抑建・知行所農民の保護育成策を基調とした「家政改雄」の着
（１）
手を迫られた。しかし、家政改革の内容・成果は各々の知行規模
に違いがあり、一概に同一視することはできない。
本稿では、知行高八一○石を知行していた天野氏の家政改革の
展開を、特にその過程で「在地代官役」・「御勝手向賄名主役」
を命ぜられ、家政改革の基調の実現に関与した在地有力農民・武
州多摩郡連光寺村富沢分家の政治的成長の過程を辿ることによっ
て検討したい。
『
天
野
氏
の
知
行
所
変
遷
天野氏の系譜を辿る際に手掛りとなるものは、『寛政重修諸家
仙
石
鶴
義
九
二
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（２）
裁胴』が唯一のＪものである。
『同書』に記載される天野氏の知行所変遷を要約すると次の通
りである。
天野氏は徳川家康の関東入国以前、重久のとき西一一一河の岩戸村
に八○石余の給地を賜わる譜代の家臣であった。同氏の関東にお
ける歩ゑは、重久の子久次が家康に従って下り、武蔵国入間郡に
一一一○○石の采地を給付されたときに始まった。久次は慶長十二年
徳川頼宣に付けられ、そのもとにあって家老に代って訴えを聴く
役
務
を
担
当
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
翌
年
常
陸
国
茨
木
郡
に
一
○
○
○
石
を与えられた。その子重房は徳川秀忠のもとにあって入間郡の本
領三○○石を襲封し、寛永元年下総国葛飾郡に新恩として一五○
石を、同十年に武蔵国多摩・都筑両郡合せて五○○石の加増を受
け、総知行高九一○石を所有した。重房の子重時は父の死後、元
治元年その遺領を継いだが、その際弟彦兵衛正重に一一一○○石を分
知し
、
自
ら
六
一
○
石
を
知
行
し
た
。
天
和
二
年
御
先
鉄
炮
頭
に
任命され
てまもなく、上野国邑楽・新田両郡に五○○石の加増を受け、総
知
行
高
一
○
’
○
石
と
な
っ
た
。
そ
の
後
重
政
・
重
供
と
代
を
重
ね
、
元
禄
十四年久斗が跡を継いだとき、弟孫次郎芳房に一一一○○石を分け、
自ら八一○石を知行した。以後代を重ねても知行高・知行地の変
（３）
化は見られず、館一表に示されるように固定した。後期における
天野氏の各知行所の年貢収納量格差は、第一表に示される如く、
坂浜・連光寺両村で全体の約八○％を占め、残りは海老瀬・桐ヶ
谷両村分となっている。また年貢収納額の不均衡とともに、海老
瀬
・
桐
ヶ
谷
両
村
の
年
貢
米
金
の
用
途
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
専
ら
地
頭
近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
（
仙
石
）
〔注〕但、坂浜村は越石分として武州都筑郡刀福寺村三七石を含む。
飯米に供給されていたようである。寛政六年「御成」と表題され
る史料に「御飯米百弐拾俵程、但シ飯米共此分私鮒御物成二而御
（４）
座候」と記されていることはそれを物語るであろう。また、年貢
収納量の不均衡とともに、坂浜村・連光寺村が武蔵国に位置し、
且知行形態が他知行所とは異なり一給地支配であったことは、江
戸後期における天野氏の家政運営・家政改革の推進に重要な役割
を果たしている。
ともあれ、天野氏の財政逼迫は、年々年貢先納・臨時御用金賦
課を恒常化するに至り、負担を課せられた村方では結局年貢収納
量の外に借用金に依存せざるを得なくなり、その金額は年☆累積
するばかりであった。かかる財政窮乏にあえぐ天野氏は、後期に
なると家政改革の実行を余儀なくされ、この動向は寛政初期より
特
に
著
し
く
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
０
国
葛
飾
郡
一一一一一
桐
村
阯釧鎭柵’一一三一一一二ｓ’二鬘｜相給地
緬洲銅Ⅶ｜一一つく。四一一一一一一・’一一〈一〈迄七一一一一一・四一〈ＣＳｌｌ給地
鰍州陥摩柵一一一七伽噺一一一七曲一一つ稲ハハ’一一一翫一一一一一削一一一四一一給地
第
１
表
天
野
氏
知
行
所
石
高
及
び
年
貢
量
（
寛
政
五
年
）
合 知
行
所
一
石
高
計
〈一つ・つ一六一四ｏ一一一〈一〈五一
〈一一・〈五つ〈九
田
方
一
畑
方
年
貢
量
九
相
給
地
儲
考
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寛
政
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期
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場
合
宝暦十年十二月連光寺村惣百姓の連判した「先納御用金引請証
文
」
の
前
書
文
中
に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
此度御地頭様．…・・御用金被仰付、其上御台所賄候様二と被仰付
、
、
、
候得共、私共御成兼候二付、御免被下候様二と御願被成候へ〈、其
段願之通被仰付侯、
と記されている。
この文言は、同年地頭が御勝手向賄を村方賄に委任することを
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村
方
の
賛
成
を
得
ら
れ
ず
実
現
さ
れ
（５）
なかった。
その後村方賄は寛政期に実現しているが、その初めは明確にし
得ない。
なお、寛政期以降に兄られる天野氏の家政運営の形態を挙げる
とほぼ次のようになる。（６）
一、村方賄に委任する。
二、在地有力農民を御勝手向賄名主役、もしくはそれに準ずる
（７）
役務に取立て賄担当をさせる。
（８）
三、市中の金主に依頼して賄役を委ねる。
本稿では特に一、この形態に見出される相互補完的関係に着目
して在地有力農民連光寺村富沢分家が御勝手向賄名主という政治
的性格を持つに至った成長過程を通じて、天野氏の家政改革の展
法
政
史
学
第
二
十
五
号
二
、
天
野
氏
の
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
開を位置づけたい。
連光寺村は寛永十年天野氏の知行所となって以来、同村の統率
は富沢家（以下「富沢本家」と記す）が名主役を世襲しその役割
を果たしてきた。一方、延宝三年富沢本家より田畑屋敷一町歩弱
を与えられて分家した富沢分家は、享保期頃から着々と土地の集
積を行ない、享和三年には田畑五町歩余・石高三○石一斗余を所
（９）
有する地主に成長している。同村における両者の持高は、天保十
（富沢分家）（富沢本家）
四年の「村明細帳」によれば「三拾石之百姓名主魯平・宗左衛門（皿）
両人之外無御座侯」と記されるように村内の百姓を圧倒していた。
かかる急速な成長を遂げた富沢分家は、寛政十一年以降天野氏
の御勝手向賄および知行所支配に重要な役割を果たすようになっ
た。寛政十三年の記録になる「御料私領上ヶ書控」一月二十一日の
（寛政十一年）
条に、「御知行所四ヶ村一同奉申上候、去く未之六月中御仕送り
之儀四ケ村被仰付候二付、蓮光寺枕繩越鵬岼方江相頼是迄無御差
支相勤侯」とあり、同十一年六月より知行所四ヶ村の依頼によっ（ｕ）
て惣左衛門が地頭仕送り金の肩替りを行なっていることを知る。
これは知行所四ヶ村と惣左衛門の間に貸借関係の成立したことを
意味する。
しかし、同十一年六月地頭所役人より惣左衛門宛の「申渡覚」
に、「此度御勝手向御仕送り被仰付、壱人扶持被下置候間、当六
月か之分御物成二而請取可被申候」と認められ、御勝手向賄金の
仕送りを肩替りしている惣左衛門に「壱人扶持」の給与を与え、
（、）
それを年貢より受取るように指示している。また同年十二月には
九
四
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「
其
方
儀
御
勝
手
向
骨
折
相
勤
候
二
付
、
格
別
之
思
召
を
以
帯
刀
苗
字
被
成
下候二付、以来御屋敷丼御知行所往来可致帯刀」き旨申渡し、初
（皿）
めて苗字帯刀を許している。同十二年一月地頭より物心左衛門宛の
「下知書」では、「其方儀去未年か御勝手向御賄被仰付知行所惣物
成不残御渡被置候、勿論御賄引続相勤侯内々村役人共江被仰付
年く御物成不残御渡被置候」と、同人の賄役継続中は知行所の年
（皿）
一員は総べて手許に送付することを保障している。勿論知行所四ヶ
村においても下知書の趣きを了解して、年貢取立てを行ない惣左
（応）
衛門に引渡すことを確認している。また同月「当申年か御扶持方
（随）
儀弐人扶持被成下候」と扶持の増給を申渡している。
惣左衛門の役割は、本来知行所に委ねられた村方賄が、村方の
賄
金
調
達
が
出
来
ぬ
こ
と
か
ら
そ
の
役
務
を
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
地
頭
も
こ
の
賄
形
態
に
異
存
を
示
す
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
積
極
的
な支持の姿勢をとっていることを知る。
しかし、地頭の御勝手向賄金の増加は、知行所および惣左衛門
の
賄
い
忌
避
の
動
き
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
寛
政
十
三
年
四
ヶ
村
の
訴えによると、「今般御仕送り之儀年ミ金高相高、相増金子引出
難相成甚難渋仕相動兼候、右二付四ヶ村〃御免相願呉候様同冬中
か度ミ申出候間、無是非此度四ヶ村一同申上候〈、御物成一而引足
候様御割フ遊被下置候ハム、又候一同方惣左衛門を相頼御仕送り
方〈御差支無御座侯様仕度泰存候」とあり、年貢収納量に見合う
範囲の賄金仕送りであるならば引請け、引続き惣左衛門に賄役を
（Ⅳ）
依頼し支障なぎように取計らう］口表明している。かかる賄金高の
近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
（
仙
石
）
差上申御請書之事
（後筆）惣左衛門か御賄金高相増候付二御断
御知行所四ヶ村一同井惣左術門奉中止候、御賄方御免相願呉候
様申出候二付、則願書を以奉願上候処御聞済被成下置、御物成
高相調候処、金子五十両程不足二御座候、右二付惣左衛門何分
不
承
知
之
段
申
侯
間
、
右
之
段
申
上
候
処
、
猶
又
御
聞
済
之
上
被
仰
聞
候
々当七八月両月中御代官御貸附金五拾両御借用被為遊惣左衛
門方江御渡可被遊候段、右二付是迄通御賄為致候様被仰付、右
御
物
成
た
け
〈
惣
左
衛
門
御
賄
可
仕
侯
、
尤
此
余
分
〈
決
而
被
仰
付
間
敷
旨被仰付、右二付一同承知御請本願上候処、佃而如件、
（寛政十三年）
正
月
晦
日
四
ヶ
村
一
同
惣
左
術
門
御地頭様御内
御
役
人
中
様
即ち、地頭所では四ヶ村および惣左衛門の要求を受入れ、賄金
五○両の不足は代官所貸付金で補い惣左術門に渡すとともに、同
（旧）
人の賄い範囲は年貢収納量内で行なうことを取り極めている。
限定は、賄金引出しの担保が年貢にあっことによる。
このような村方・惣左衛門の動向は地頭の譲歩をもたらし、賄
の継続が実現した。その際四ヶ村および惣左衛門より差出された
請書には次の如く記されている。
九
五
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結局、寛政十三年の賄いをめぐる交渉は、結果的には惣左衛門
の賄役辞退の動きに対して、地頭所および知行所四ヶ村とも同人
の
賄
役
辞
退
を
と
ど
ま
ら
せ
、
賄
い
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
条
件
整
備
に
あ
ったと考えられる。このことはとりもなおさず地頭所および知行
所四ヶ村が惣左術門の財力に依存しなければ御勝手向賄に支障を
き
た
す
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
か
か
る
結
び
つ
きは、後年富沢分家が政治的性格を強めるに至った要因の一つで
あったことに注意しなければならない。
享
和
三
年
御
勝
手
向
賄
を
金
子
臆
善
右
術
門
・
猪
瀬
文
司
と
い
う
者
に
賄
役を委ねている。この際村くにこの趣を伝えた「下知状」に「此
度
御
勝
手
向
差
支
二
付
、
金
子
屋
善
右
衛
門
・
猪
瀬
文
司
江
御
賄
被
仰
付
侯
間、当亥年御収納米永不残村く之分御振向御賄金差出蝋鵬辮御頬
披成候、依之御収納米永共相渡可有之候」と記されている。この
地
頭
の
方
針
を
知
行
村
方
で
も
受
入
れ
、
年
貢
米
永
は
直
接
両
人
へ
送
付
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
同
年
の
年
貢
米
永
を
担
保
に
し
た
借
用
証
（即）
文
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
賄
役
の
変
更
に
際
し
て
も
富
沢
惣
左
衛
門の存在は無視し得ないものであった。
享和二年十二月地頭は惣左衛門より一一一回に亘り、総額四四八両
（皿）
一分の借り入れを行なっている。この金額は翌三年の家政運営費
（犯）
二一一五両に比較すると約二倍に相当するものであった。しかし、
このような惣左術門が三年十一一月大貫次右衛門代官所より五○両
の御用貸付金の借用を行なっているが、前年地頭へ多額の融通を
行っている惣左衛門の財力に照らすと、特に同人が御用貸付金を
必
要
と
し
て
い
る
理
由
を
見
出
し
が
た
い
。
推
察
す
る
に
地
頭
へ
の
融
通
を
法
政
史
学
第
二
十
五
号
前提とした借入れと想定される。
扱、村方賄を前提とした地頭の御勝手向賄形態は、文化期にな
ると在地掌握を兼ねる方法に変化するようになってきた。
文化六年二月二十一日地頭より富沢奥右衛門（惣左衛門改名す
る）に宛てられた「申渡覚」によると、「其方儀出精相勤侯二付、
代官役給人格申付侯」と記され、奥右衛門を代官役に取立て、給
（躯）
人
格
待
遇
を
与
え
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
任
務
は
、
同
日
付
の
他
の
「
申
渡
覚」に「代官役申付、両村可為支配もの也」と示されているよう
（皿）
に
在
地
支
配
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
支
配
さ
せ
る
「
両
村
」
と
は
坂浜・連光寺両村を指している。就中、天野氏が在地支配を行な
うために在地有力農民を代官役に任命したのはこれが初見である。
翌
七
年
に
は
奥
右
衛
門
を
地
頭
権
力
を
行
使
し
て
連
光
寺
村
相
名
主
に
就
任させている。この際の事情は連光寺村惣百姓連判提出した請書
よ
り
窺
え
る
た
め
次
に
示
そ
う
。
御
地
頭
様
ｊ
御
用
之
趣
有
之
二
付
、
富
沢
権
平
・
同
奥
右
衛
門
・
組
頭
・
百姓代罷出候様被仰付侯二付、則両人丼組頭惣代平右衛門・百
姓代利左衛門一同罷出御届中上侯処、於中之間榎本此右衛門殿
被仰聞候、蓮光寺村名主役之儀御上様一一而思召有之、今般相改
椛平奥右衛門格年二名主役儀相勤候様被仰付一同承知御請中上
侯処、猶又御請書差上可申旨被仰付、則御請印被成候二付御帰
村
後
惣
寄
合
之
節
前
文
之
趣
逐
一
御
中
渡
被
成
候
処
、
惣
百
姓
一
同
承
知
（妬）
奉畏侯、
従来連光寺村の名主役は富沢本家にて世襲されてきたが、ここ
に奥右衛門を相名主として就任させ、隔年に役儀を勤めさせるよ
九
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う村役人に申付け、惣百姓の承認をとっていることは、少くとも
村方支配方式の改編を企て、村方に地頭権力を積極的に導入する
ことを意図したものであり、終極的には村方支配の強化を通じて
村
単
位
の
収
奪
強
化
を
計
ろ
う
と
し
た
し
の
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
意
味
から推察すると、前年の代官役就任は七年の相名主役就任のため
の伏線であったと考えられる。
と
に
か
く
、
文
化
十
二
年
ま
で
こ
の
形
態
は
継
続
さ
れ
た
が
、
十
三
年
に
至り連光寺村より先納金をめぐり上納拒否の訴えが起こされてい
る
。
こ
の
直
接
の
原
因
は
従
来
上
納
し
た
先
納
金
・
御
用
金
の
元
利
金
返
済
の滞りにあったが、これに関連して奥右衛門名主在役中の賄金仕
送り額の調査（文化十’十二年）が行なわれ、同人の算違徴収が
（妬）
判
明
し
、
そ
れ
が
も
と
で
名
主
役
を
退
役
さ
せ
ら
れ
た
。
以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
寛
政
Ｉ
文
化
期
に
お
け
る
富
沢
分
家
は
、
地
頭
御勝手向賄の村方委任Ⅱ村方賄という方針に沿って、知行村方よ
り
賄
金
の
仕
送
り
の
依
頼
お
よ
び
賄
役
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
背
景
としながら、一方においては地頭との政治的結びつきを深めてい
る。この結びつきは在地有力腱民ｌ↓金主の性格を保持した賄役
ｌ↓地頭所役人化された在地代官役Ｉ↓一村支配化を目的として
設けられた村方相名主役就任という形であらわされる。即ち、村
方賄の進展に伴って、その過程で地頭が画策した家政改革の基調、
その中でも特に知行所の直接的な支配強化および家政運営の維持
を計る上での間接的な（金主的存在を活用した）収奪機能の強化
策遂行の一環として、その役割を担わされていたところに富沢分
家の政治的成長の過程を跡づけることができる。
近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
（
仙
石
）
回
文
政
・
天
保
期
の
場
合
文政二年四月知行四ヶ村名主より地頭所役人に宛てられた願書
の一節によると、天野氏の家政状況に触れ
御拝領高〈八百石余二御座候得共、御物成之儀〈漸五百石位之
納り高一一而、是迄自然と御募引足不申、年く仕様帳面之外御臨
時金多分二而、御借用金積年相嵩…・・・
と述べ、知行高八百石余にかかわらず実際の年貢収入は漸く五百
石位によりならず、そのため自然と蝉向きは行詰り、賄予算を記
した仕様帳面の金額を越えてしまい、その補填をはかるべく臨時
金の賦課が増加し、村々ではその調達のため借用金に依存しなけ
（〃）
れぱならず、金額も年々累積していることを訴えている。
しかも、同年の賄金調達は「来辰年か先之御物成引当を以才覚
（犯）
仕候仕儀成行」く状態、即ち文政三年より先の年貢米永を先納金
に
引
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
四
ヶ
村
で
は
地
頭
の
家
政
縮
少
・賄金減少の要求を地頭所に求めるようになり、この動きは同年
の賄金決定（仕様帳の作成）に際して地頭所に向けられるに至っ
た。賄金の取極めに際して地頭所が村々に差出しを求めた先納金等
の元利取調べ勘定書によると、文政二年の年貢収納量と前年迄の
先納金の関係を知ることができる。それによると第二表に示され
る如く、総年貢量に対して先納金、借用金元利の総額は金三五五
両三分二朱、永一二五貫文余、銀四匁余上耽１差引金一一一一六両、
永一一一五文余、銀六匁余の不足を生じている。九
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五
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（文政元年）
かかる状況に村方の示した賄金額は「寅年か金五拾両も相減」
ら
し
て
差
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
地
頭
所
で
は
不
服
を
表
明
し
、
手
直
しを加えた地頭所の賄金額は「寅年通りか弐拾両も相増」してい
た。これは村方、特に小前百姓の承服するところではなかった。
これに対して名主達は「当卯年御勝手向御賄金去寅年之通り御請
可
申
上
」
ぎ
旨
度
々
説
得
を
行
な
っ
た
が
、
小
前
百
姓
は
難
渋
を
理
由
に
容
（帥）
易に応じようとしなかった。
しかし、この交渉は四月初旬より約二ヶ月間続けられたが、結
局
地
頭
の
御
勝
手
向
賄
を
捨
て
置
き
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
名
主
中
の
提
案
桐
ヶ
谷
村
海老瀬村一
二〈両一分二朱一一一七両◎分一一朱一ｅ一一一分
連
光
寺
村
坂
浜
村
第
２
表
文
政
二
年
村
々
出
金
元
利
取
調
党
村名一文政二年年貢量一出納金元綱か他一差引残額
但、文政二年年貢趾より定引分差引
己両二分二朱
銀一一一匁四分
Ｓ一一一両二分
Ｓ
両
Ｓ両一一一分
永三一一文
御
証
文
金
元
利
一宅両茜一文余
三両宍両一〈両
銀四匁五分云厘
先
納
元
利
永一一西貫三文
一只両一》αス四両一分
氷
一
一
西
貫
壹
文
四両三分
銀ｅ六匁三分四厘
ｅ一一一三両三分
ｅ芸一一一文余
を受入れ前年通り賄金が決定された。
けだし、同年の賄金決定に際して小前百姓の行なった要求は全
面
的
に
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
頭
の
恐
意
的
な
収
奪
を
規
制
す
る
力
を
備えてきたものと評価し得よう。
このような小前百姓を中心とする家政縮少・賄金減少の要求は、
文政四年に至り地頭の家政縮少の表明となってあらわれている。
（文政六年）
同年地頭は「是迄村ミ先納井別段御用金、新古共来ル未年迄三ヶ
年元利共御借居」ることを村ミに要請し、その条件として文政四
年より六年迄の間「定式御月割金其年限御物成二而出金仕金仕候
か外、肌成共御用金等被仰付間敷」き旨申示さなければならなか
（皿）
った。また
、
村
内
に
お
い
て
も
村
役
人
の
支
配
力
の
退
潮
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た。即ち、文政四年五月連光寺村役人は「私共儀是迄勤役仕候処、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
、
、
、
、
、
御勝手向月割先納其外御差支も出来可申、其村方治り方自然二
、
、
、
、
、
（犯）
不
熟
ニ
成
行
」
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
退
役
を
申
出
て
い
る
。
し
か
し
、
その内実は、同じく退役願を申出ている連光寺村の分郷である下
河
原
村
役
人
の
願
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
村
役
人
之
内
一
存
を
以
取
計
致
シ、先例と〈違候振合一一而、往々差支出来難義之義〈歴然二御座候
間、難相勤」ぎとする理由に窺えるように、地頭の御勝手向賄金
の徴収、あるいは村内支配は村役人の一存をもって取極められて
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
小
前
百
姓
の
突
上
げ
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
辞
（調）
音】を表明するに至ったものと考えられる。
以上の小前百姓を中心とする村方の動向は、地頭の村方支配の
弱
化
を
促
す
危
険
性
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
就
中
地
頭
の
収
奪
力
低
下
九
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をもたらし、家政縮少を現実のものとして実行させうるものであ
った。かかる村方の動向を抑えるために、地頭所では知行所支配・収
奪機能の強化策を打出さなければならなくなった。この具体策の
あらわれが天保九年に新用人として採用した加藤勝太夫の存在で
あり、また同十二年における富沢分家宗左衛門の御勝手向賄名主
役任用であった。
加藤勝太夫の任用事情およびその行動を連光寺村惣百姓が訴え
るところによれば、
加藤勝太夫〈常陸出之者一一而、渡り用人相勤、一一一四百石之屋敷
僅之間一一十数軒何れも不首尾二而暇一一相成候由、先主へ出入致
（天保九年）
侯屋敷無之、……去戊年天野家へ住込．．…・勝太夫当初か強情一一而
主意二叶ひ、知行所順見一一名付、手始二下総国葛薯郡桐ヶ谷村
へ参り、取下場之儀二付名主吉左衛門ｎｕ四人召連手鎖宿預候
一一付、過怠金弐百両余為差出、夫か別而主意一一叶ひ扶持給金等
多分相増・・…・同人住込以来村ミ差健不誌、年来相勤侯村役人無
謂退役申付、新規役人を取立候、
とある。勝太夫は渡り用人として転戈と主人を変え天保九年天野
氏のもとに住込むことになった。勝太夫は知行所巡見を理由に知
行所に赴き、村方の事情にかかわりなく強引に恋意的な収奪行動
・村役人の改編を行なったが、それが天野氏に受入れられるとこ
ろとなり扶持給金の増額を受けることとなった。勝太夫の行動力
は当時収奪力の停滞、知行所支配力の弱化のきざしを示していた
天野氏にとって、かかる補強策を遂行する上で恰好の才腕を有す
近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
（
仙
石
）
（弧）
る人物として重用されるに至ったものであろう。
しかも、この補強策を知行所内部に浸透させる意図から採用し
た具体策が、天保十四年五月富沢宗左衛門（奥右衛門の嫡男）に
五ケ年間に亘る御勝手向賄役および連光寺村相名主役を命じたこ
とである。その際宗左衛門に宛てられた「下知書」を次に示すと
下
知
其方儀名主役被仰付、当丑年〃来ル巳年迄五ヶ年之間御勝手
向御賄可致、御臨時金共御差支無之様取計、其年之御収納御不
足――侯ハム先納採越可相勤、御年貢取立方等都而御勝手江相懸
候儀〈壱人一一而可相勤、・・…・御用向之儀〈両人（相名主富沢智
平ととＪもに）月番一一持諸事大切一一可相勤者也、
天保十二丑年
天
野
源
左
衛
門
五月什日
役
所
⑳
連
光
寺
村
元
年
寄富
沢
宗
左
衛
門
江
と申伝えられている。即ち、宗左衛門に御勝手向賄いを命じ、賄
いの遂行にあたって月々の賄金は勿論臨時金の調達にも支障をき
たさないように取計るとともに、もし賄金に引当てる年貢に不足
を生じるようなときには、先納金を取立てても御勝手向賄いの勤
めを果たすべきことを命じている。しかも役務の遂行に支障をき
たさぬための保障として、年貢収納権の行使は勿論のこと、御勝
手向賄いに関する一切の取計らいを宗左衛門に委ねている。また
九
九
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村政に関しても、御用向きのことは旧来からの名主富沢魯平と月
（弱）
番交代に勤めることを命じている。
一方、宗左衛門より地頭所役人に差出された請書によると、こ
の間の事情を「（御勝手賄金）相増一一面多分御不足二相成候段、
坂浜村名主伊左衛門私村名主魯平汐中上侯御勘定帳之趣二面御
賄方御出来不被遊候二付、再応御賄方之儀御尋被遊候処、魯平始
組頭清左衛門百姓代増五郎等再之御請書奉差上候二付、私義今般
不存寄名主役被仰付御勝手御賄可仕旨被仰付難有仕合承知奉畏
候」と述べ、賄金の墹加は仕送り金に多くの不足を生じることか
ら、坂浜・連光寺村ではその制限した勘定書を地頭所に提出して
いる。それでは賄いを実行しえないという理由で、再応連光寺村
村役人の説得を行なったが受入れられず、その為宗左衛門に連光
寺村相名主役を命じ、合せて御勝手向賄役の専管を許しているこ
（妬）
とを知る。
しかし、宗左衛門の御勝手向賄名主役任命は村方賄の困難によ
り生じたように見受けられるが、その内実は前述の下知状にも見
られるように御勝手向賄の遂行にあたって定式の賄いは勿論臨時
金の調達を含めた御勝手向鮪維持を打出し、もし不足金の生じた
ときには年貢先納を行なって屯取計るように指示しており、賄金
の負担軽減を求める村方農民との対決を十分予想し得る強硬な収
奪強化策を構じたものと考えられる。しかも、それは宗左衛門に
連光寺村支配の一翼を担わせるとともに、さらに全知行所を包括
する御勝手向賄役の専管という二頑の方法を採用している。また
－方にでは宗左衛門に対する地頭の個人的な意図は、同人を御勝
法
政
史
学
第
二
十
五
号
手向賄名主役に任用することによって、その所有する財力を家政
運営に吸収することにあった。後年地頭所と連光寺村との間で、
加藤藤太夫・宗左衛門の不正を追求する訴訟が起った際に、同村
惣百姓の訴えたところによれば、宗左衛門の御勝手向賄名主役就
任にふれ「宗左衛門江物持を見込御勝手賄名主申付、見込通宗左
衛門江出金被申付候」と述べていることから、宗左衛門への個人
（釘）
的な出金の期待も大きかったことを知る。
しかし、地頭所の村方支配および収奪強化策は、特に後者の面
で問題を引起している。それは天保十四年六月幕府より天野氏に
下された「上知令」にもとづき、述光寺村において上納金の精算
を行なったとき、宗左術門の賄金二雨取立が発覚したため、村方
の追求が激しくたり、ついに九月に入り地頭も宗左衛門の退役を
認めざるを得なくたり、「不埒之勘定右之」という理由で宗左術
（犯）
門を罷免している。けだし、賄金二軍取立の一件は表面的には宗
左衛門の個人的な不正として処理されているが、その内実は、天
保十二年宗左衛門の御勝手向賄名主役を命じた際に示された家政
運営の維持をはかるための賄金調達、それが二重取立という問題
となっていることに注意しなければならない。結局地頭の収奪強
化に起因しているものと考えられる。
天保九年から十四年における地頭の御勝手向賄いは、知行所の
支配強化をはかるために地頭所の人的強化をはかり、それをもと
に収奪強化を果たそうとしたところにその特色を見出ざる。その
推進者として富沢宗左衛門の役割の重要性をとらえなければなら
ない。
一○○
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以
上
天
野
氏
の
寛
政
ｌ
天
保
期
に
お
け
る
御
勝
手
向
賄
い
を
め
ぐ
り
、
そ
の
過
程
で
一
在
地
有
力
農
民
か
ら
金
主
の
性
格
を
も
っ
た
賄
役
ｌ
↓
地
頭
所
役
人
化
さ
れ
た
在
地
代
官
役
’
一
村
支
配
の
強
化
お
よ
び
御
勝
手
向
賄
役の専管を委ねられた御勝手向賄名主役へと成長した富沢分家の
役
割
を
通
じ
て
、
天
野
氏
の
家
政
運
営
に
か
か
わ
る
対
知
行
所
と
の
関
係
を
見てきた。
こ
の
こ
と
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
施
策
は
天
野
氏
の
家
政
改
革
の一環として着手されたものであるが、特に御勝手向賄名主役に
代表される知行所支配・財政再建策は、村方賄に基盤を置きなが
ら当面直面している財政窮乏状態をいかに解決するか、その為に
年貢先納化・臨時金賦課をおし進めているが、しかしその過程で
生じた小前百姓を中心とする負担軽減の要求は、地頭をしてこれ
を抑えることを余儀なくさせられている。かかるとぎ、知行所内
において他農民よりも財政的な負担を担っていた富沢分家を地頭
最後に、かかる地頭の御勝手向賄いの維持策は天保十四年で一
応坐折したかに見えるが、これは弘化二年加藤勝太夫が中心とな
って画策した宗左衛門の連光寺村名主役・御勝手向賄名主役再任
の強行となってあらわれ、これがもとで村方との対立が激しくな
り、ついに弘化二年「御進達一件」という訴訟に持込まれ安政三
年まで係争されている。これは地頭所の村方支配および収奪強化
の過程で生じた一現象としてとらえなければならない性格のもの
であるが、この検討は本稿では割愛し、別の機会に論及したい。
近
世
後
期
旗
本
家
政
改
革
と
御
勝
手
向
賄
名
主
役
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
（
仙
石
）
お
わ
り
に
所の支配機構に組入れることによって、知行所支配・強化および
家
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
の
収
奪
強
化
の
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
画
策
し
た
と
こ
ろ
に
天
野
氏
の
家
政
改
革
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
一方において富沢分家が地頭所の役人化された地位に留まり得た
他の理由は、富沢分家の所有する財力を家政運営に吸収活用しよ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
故
に
、
天
野
氏
は
富
沢
分
家
と
袖
を
分
ち
こ
と
が
できなかったと考えられる。
しかし、これは地頭側の事情のみであり、反而富沢分家自身の
珈怖は、あるいは知行所内における在地の支配的地位の獲得、あ
る
い
は
個
人
的
な
財
力
の
拡
大
を
有
利
に
お
し
進
め
、
ま
た
そ
の
地
位
を
保
全することに固執したために地頭所との結びつきを深める必要が
あ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
他
の
事
情
に
よ
る
も
の
か
（
寄
生
地
主
へ
の
成
長
と
関
連
し
て
）
今
後
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
天
野
氏
の
家
政
改
革
の
着
手
ｌ
本
稿
で
は
と
く
に
御
勝
手
向
賄
名
主
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
ｌ
は
、
同
規
模
の
旗
本
と
対
比
し
た
場
合
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
合
せ
て
後
の
検
討
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
らない。Ｔ註、=ノ
荒
居
英
次
氏
『
幕
藩
制
社
会
の
展
開
過
程
』
（
六
○
四
頁
）
に
、
家
政
改
革
と
は
「
財
政
強
化
と
知
行
所
支
配
の
貫
徹
」
に
つ
と
め
た
旗
本
の
動
き
を
藩
政
改
革
と
対
置
し
て
家
政
改
革
と
規
定
し
て
い
る。ま
た
家
政
改
革
を
直
接
・
間
接
に
取
扱
っ
た
も
の
に
、
渡
辺
一
郎氏「徳川一直参の家政改一革」（「史学研究嘔己、山口徹
一
○￣
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氏
「
幕
末
期
に
お
け
る
旗
本
財
政
」
（
「
社
会
経
済
史
学
」
第
二
八
ノ
ー
号
）
、
川
村
優
氏
「
旗
本
石
河
氏
の
財
政
再
建
策
」
（
「
九
十
九
里
史
学
」
第
二
号
）
、
鶴
岡
隆
氏
「
旗
本
領
に
お
け
る
在
地
代
官
」
（
『
石
田
氏
外
三
氏
頌
寿
記
念
史
学
論
文
集
』
所
収
）
、
鈴
木
寿
氏
「
旗
本
領
の
構
造
」
（
「
歴
史
学
研
究
」
第
二
○
八
号
、
金
丸
平
八
氏
「
旗
本
領
に
お
け
る
支
配
の
変
化
に
つ
い
て
」
（
「
三
田
学
会
雑
誌
」
第
四
八
ノ
ー
号
）
、
安
沢
ふ
れ
氏
「
近
世
後
期
武
家
家
計
の一考察」（「神戸女学院大学論集」第十一一一ノー号）等が
あ
る
。
（
２
）
巻
八
八
○
（
六
一
五
’
七
頁
）
（３）文部省史料館所蔵富沢家文書第一一一一一一三号および木村礎氏
校
訂
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
ｌ
関
東
編
Ｉ
』
に
も
と
づ
く
（
４
）
富
沢
家
文
書
第
三
六
五
号
（５）同家文書第一一二五一一一号
こ
の
年
村
方
賄
は
家
現
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
事
情
は
富
沢
家
文
書
第
二
二
五
一
一
一
号
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
御
知
行
所
先
納
御
用
金
之
儀
、
此
度
年
賦
一
一
致
呉
候
様
一
一
名
主
組
頭
百
姓
代
共
被
召
寄
右
之
段
御
頼
被
遊
候
、
勿
論
坂
浜
村
一
同
一
雨
右
年
賦
御
訴
訟
被
成
候
へ
共
御
承
知
無
御
座
、
是
非
是
非
年
賦
御
頼
ふ
し
て
、
先
納
御
用
金
の
上
納
と
そ
の
年
賦
返
済
の
実
現
に
地
頭
は
奔
走
し
て
い
る
。
か
か
る
事
情
か
ら
村
方
で
は
先
納
御
用
金
の
上
納
お
よ
び
年
賦
返
済
に
応
じ
る
か
、
あ
る
い
は
村
方
賄
い
を
受
入
れ
る
か
の
二
者
択
一
を
求
め
ら
れ
を
恰
好
と
な
り
、
村
方
で
は
前
者
を
受
入
れ
た
た
め
村
方
賄
い
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
６
）
こ
の
形
態
は
天
野
氏
の
寛
政
初
期
以
来
も
っ
と
も
基
本
的
な
形
態
で
あ
り
、
た
と
え
賄
形
態
を
村
方
賄
以
外
に
変
更
し
て
も
、
そ
の
根
本
は
村
方
で
負
担
す
る
賄
金
の
仕
送
り
を
肩
替
り
し
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
年
間
の
賄
金
額
は
知
行
四
ヶ
村
と
地
頭
と
の
間
で
と
り
き
め
ら
れ
た
範
囲
で
御
勝
手
向
賄
を
法
政
史
学
第
二
十
五
号
′■、
７
ﾐｰﾉ
／■、／■、′へ／へ〆へ「へ／ﾛ、／へ′■、／へ／■、
２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０
ミーノ、.ノミーノ、=ノ、_ノＬノミーノ、_ノ、-ノ、-ノ、.ノ
'－，
９
、‐ノ
〆~、
８
、=ノ
〆■、′■、
２２２１
、-'Ｌ､ノ
実
行
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
本
稿
で
扱
う
連
光
寺
富
沢
分
家
が
中
心
的
に
参
与
し
て
お
り
、
他
に
坂
浜
村
名
主
富
永
家
、
連
光
寺
村
名
主
富
沢
本
家
も
一
時
期
同
様
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
形
態
は
享
和
三
年
金
子
屋
善
右
衛
門
・
猪
瀬
文
司
両
人
に
委
ね
た
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
史
料
の
欠
如
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
文
部
省
史
料
館
所
蔵
富
沢
分
家
文
書
第
四
三
号
な
お
、
富
沢
分
家
の
前
期
的
成
長
過
程
の
分
析
は
安
沢
秀
一
氏
『
近
世
村
落
形
成
の
基
礎
構
造
』
四
四
三
頁
以
下
に
詳
し
い
。
富
沢
家
文
書
第
一
四
六
五
号
同
家
文
書
第
一
五
○
三
号
富
沢
分
家
文
書
第
一
二
号
同
分
家
文
書
第
一
四
号
同
文
家
文
書
第
一
○
号
同
文
家
文
書
第
一
○
号
同
分
家
文
書
第
一
一
号
富
沢
家
文
書
第
一
五
○
三
号
同
家
文
書
第
一
五
○
三
号
同
家
文
書
第
一
○
七
四
号
例えば、享和一一一年連光寺村の年貢先納額は同年分米七二
石
六
斗
会
、
金
十
四
両
（
但
し
村
方
定
引
物
分
を
含
む
）
を
金
子
屋
善
右
衛
門
に
担
保
と
し
て
証
文
を
認
め
て
お
り
、
勘
定
は
秋
期
指
定
の
日
限
を
も
っ
て
時
の
米
相
場
に
て
換
算
し
、
借
用
金
壱
ヶ
月
二
十
両
に
つ
き
一
分
の
利
足
を
加
え
元
利
金
の
精
算
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
富
沢
家
文
書
第
四
三
号
富
沢
家
文
書
第
一
○
七
四
号
一
○
二
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近世後期旗本家政改革と御勝手向賄名主役①任用をめぐって（仙石）
なお、安沢承ね氏「近世後期武家家計の一考察」中の
分析結果によると（五○’一、五五’六頁）、天野氏の
享和一一一年支出総額は二七三両一一一分となり、年貢収入に対
して四三両一一一分の不足を生じている。同年天野氏の行な
った借用金総額は一八○両であったが、そのうち郡代貸
付金四○両、賄担当猪瀬文司より九○両借用しており、
結局これらは賄金の不足を補うための措置であったと推
定
さ
れ
る
。
富
沢
分
家
文
書
第
一
五
号
同
分
文
書
第
一
五
号
同
分
家
文
書
第
九
○
号
富
沢
家
文
書
第
二
七
二
号
同
家
文
書
第
二
七
四
号
同
家
文
書
第
一
○
七
九
号
同
家
文
書
第
一
○
七
九
号
同
家
文
書
第
一
○
七
九
号
同
家
文
書
第
二
一
五
九
号
なお、文政三年十二月天野氏は富沢宗左衛門に御用金
の上納を申付け実現しているのが、その返済は連光寺村
（文政四年）
で負い、「来巳年か寅年迄物成之内一一而相渡」すべきこ
とを指示している。（富沢分家文書第九八九号）
しかし、村方では地頭のかかる個人的な貸借関係に対
して規制する動きを示している。それは地頭所より村方
名主に宛てられた再度の申渡によって知られる。次に示
す。以飛札申入侯、然者此度宗左衛門義用金差出侯一一付、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
来巳年か寅年迄拾ヶ年之間物成之内ヲ以相渡候証文其
１
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
元か遺候様中付侯処不承知之由、且叉先頃同人差出侯
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
什拾両之済方利分計相渡元金之儀〈是叉不承知之由、
（
詔
）
樹
沢
家
文
書
第
二
○
四
八
号
（地頭所役人）
宗左衛門つげ五郎兵衛方迄申越右一一而〈跡金恰両不足致
不相納由、左候而〈当暮甚差支一一相成如何之儀哉、早
く両様共宗左衛門江相渡差支無之様取計可申侯、（富
沢分家文書第九八九号）
（型）富沢家文書第四三四号
（兜）同家文書第四一三一一号
（
弧
）
同
家
文
書
第
五
○
○
号
（妬）富沢分家文書第一九号
（妬）同分家文書第一九号
（ｗ）富沢家文書第五一五号
なお、参考までに寛政十一年より天保九年まで富沢分
家より天野氏に融通された借用金額をまとめると次表の
通りである。この中で特徴的なことは、文化七年以降の
借用形態は富沢分家の上納すべき年貢を先納化して先取
りする方法をとっていることである。これは天野氏の賄
金調達法を年貢先納化を通じて実現しようとする方針の
あらわれと見るべきか今後の検討を要する。
寛政⑫年ｌ天保９年借用金額（富沢分家↓天野氏）
文文
化化
1５７
●
２
注（地頭借用訂文）ｌ富沢分家文書第四三号による。
〃
金
二
両
一
分
金空両三分二朱
鑑七元文
金
二
両
金一ちつ
金
【 旧
用
金
離
天天天
保保Ⅶ保
９９２
●●●
1１４７○ ｛繊糺Ⅷ一一一分
金一五両
金
Ｓ
両
金
一
金
堅
金
編
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